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依存している。 
 V M  cd0H                    
 図 12 はこの共振ステップが現われる電圧 VM の外部
磁界依存性を、円形接合、正方形接合、干渉計の場合に
ついて示している。この比例関係からバリア厚さ tbとバ
リア材料比誘電率rの比 tb/rは 0.092nm と求まる。この
比 tb/rは干渉計の接合のスイッチング速度を決める重要
な量である。このように図 12 の共振ステップの現われる
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ここでMは体重、vmaxは最高速度であり、係数はそれぞ






























図４ 宇佐見が研究している T.Rexの体重と速度の領域 
 
この図をみると、体重 1000kg の恐竜であれば、秒速 17m
という人間に比べて速い速度で走ることも可能であるこ
とがわかる。他方で体重が成体の T.Rex の体重である






がわかる。図４中で黒星印は 3000kg の体重で 12m/s の速
度を想定している。ティラノサウルス科のダスプレトサ
ウルスはこの程度の質量であり、人間より速く走れたと
考えるのも不可能ではない。白星印は 4000kg で 13m/s
を想定している。現生動物のデータからの推測では、こ
の程度までは許容されるのではないかというところであ
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ここで、最高速度と体重には、何かの数式関係が存在す
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ここでMは体重、vmaxは最高速度であり、係数はそれぞ
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での測定結果はもっと大きく 50 [N/cm2]から 150 [N/cm2]












は 10~25 N/cm2 である場合が多いが、甲殻類の Tetanic 
Tension は非常に大きいことが知られている。その値は
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2.1 fs ( 630 nm / 3 x 108 m/s = 2.1 fs )である．パ
ルス時間幅の圧縮においては，実験的には光電場振動の
二周期程度までにしか圧縮できない．そのため，パルス





     Δt・Δ ν≧  k            (1) 
     Δ t：パルスレーザー光のパルス半値全幅（s） 
     Δ ν：パルスレーザー光スペクトルの半値全幅（Hz） 
     k：ビームの強度分布ごとに決まる定数 
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測定に用いるパルスレーザー光の強度分布はガウス型で
あるため，k = 0.441 である．また，パルスレーザー光




























図1. 可視5-fs パルスレーザー光発生装置 
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